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幕末に来日したオールコック（Alcock, Rutherford.
The Capital of the Tycoon : A Narrative of a Three
Years’ Residence in Japan, 2 vols. London, 1863）は，
当時の日本の職人が「すべての職人的技術において，
問題なしに非常な優秀さに達している」と称賛してい
る。同じくモース（『日本人の住まい』八坂書房・
1991年）は，一見簡素な日本家屋の部分部分に「指
物師の工夫と芸術心が働いていること」に驚嘆した。
日本の大工は，仕事が優秀であるばかりでなく，創意
工夫に長けた能力を持っていると評している。彼によ
れば，当時の日本の大工はアメリカの大工よりも技術
的に上だった。アメリカの大工が高価な機械を揃えて
いるのに対して，日本の大工道具一式はかなり原始的
なものであることを考慮すると，その違いは頭と眼識
にあると考えていた。アメリカと違って日本の大工は
何代もの世襲で，子どもは鉋屑の香りのなかで育つの
だ。（渡辺京二『逝きし世の面影』平凡社・2007年・
249頁）日本の職人の使う道具が欧米のそれに比して
かなり簡易なものであるにも関わらず，その技能が相
当に高度であることに幕末の日本を訪れた外国人は驚
いている。このような近世における職業技能の高い評
価の背景には，世襲的な職業制度と子どもの頃からの
教育訓練があることに着目していた。本稿は，近世の
職業教育訓練の特質について，職業の淵源と職業技能
の形成，さらに技能の継承と教育訓練の変遷を辿るこ
とを通じて究明することを目的としている。職業の分
化が進行するとともに労働力の移出も始まり，これに
対する規制が行われるようになるが，近世の職業教育
訓練の特質を考える場合，この規制の意味はとくに重
要である。
Ⅰ 職業の淵源
1 自給社会と職業の未分化
職業そのものが十分に分化していない社会では職業
による社会階級の相違も存在しなかった。民俗学の宮＊ 専修大学商学部教授
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本常一が昭和 16年に調査した鹿児島県十島村宝島で
は，近世には年に一度の年貢船以外には全く閉ざされ
た島であり，島内では自給を中心にして生活を立てて
いた。島には店屋もなく，貨幣が流通することもな
かった。鍋釜鍬鎌などの金具類と材木だけは買わなけ
ればならなかった。ほかはほとんど自給していた。砂
糖，塩，タバコ，酒なども作っていた。衣料品も野生
の植物を使って自製した。住居も自分たちで作った。
一家の戸主はすべて大工技術を身につけていなければ
ならないとされていた。
漁船も造船技術を持つものがいて，その人たちが船
を造る。技術を持たない人は持つ人に作ってもらい，
その間だけ船大工の家の畑仕事をする。つまり労働交
換である。鍛冶屋も一軒あり，年中，鍬や鎌を作って
いた。鍛冶を依頼した人は鍛冶屋の畑で働くことで支
払に代えていた。農民はみな同じような農業技術，漁
業技術を持ち，また操船にも長けていた。この島では
鍛冶屋を除いて職業は分化していなかった。島で生産
されたものだけで暮らしを立て，貧富の差も余りな
かった。そこでは職業についての貴賤感もなく，階級
の上下も認められなかった（宮本 24頁）。
2 交易と職業の分化
交易によらなければ生活を立てられない社会もあっ
た。青森県下北半島北端では，牛馬の放牧が行われ，
砂鉄が掘られていた。海からは鰯，鰊などが寄ってき
て，昆布もとれ豊かな海産物で生活を立てることがで
きた。しかし冬が長く厳しいため，作物も夏の間しか
作れなかった。近世においても水田では稗しか作れな
かった。畑も稗，蕎麦，大豆などが作られたが，その
収量は少なかった。このような厳しい自然のなかで暮
らすためには，豊かな海産物をとって交易にあて，そ
れで生活を立てるしかなかった。この地に住み着いた
人々は，まず狩猟を行い，次ぎに牛馬の放牧を行っ
た。野生同様に原野に放っておいたものを年に何回か
日を決めてとらえ，飼い馴らしてから，これを交易に
あてた。また海岸では近世以来，漁労を行い魚油の採
取，魚肥の製造を行った。これらも交易にあてられ，
生活に必要なものを買い入れた。
交易は個々に行っては時間ばかりかかって容易では
ないので，集落で一括して行う。その場合の世話をす
る親方が必要になる。交易によらなければ生計を立て
られない地域ではその仲介をする職業が存在した。ま
た交易にあたっては，物資を運搬する輸送人夫が必要
であった。下北半島では輸送を生業とする集落も見ら
れた。自然は厳しく飢饉が発生すると，食物輸送が間
に合わず，集落が全滅することもあった。物資集散の
中心地では飢饉に耐える力もあり，親方を介さないで
問屋と集落との間で取引が行われるようになってい
た。また集落によっては杣や大工で生計を立てるもの
もあった。交易を中心とした社会では，すでに各種の
職業が分化発生しつつあった。日本には早くから自給
中心の集落と交易中心の集落があった（宮本 30頁）。
3 律令体制下の技能承継
職人の中には，初めから専門的な技術を持っている
ものも少なくなかった。彼らは初め地方に在住してい
たが，律令国家の成立とともに，上京して宮廷や貴族
の調度品などを作った。木工における飛騨の工などは
その例である（宮本 170頁）。
ゾウシキ ベ ミン
雑色は大化の改新前の私有民である部民のうち特別
な技術を持ったものの後身である。権力はその技術を
必要としたので，これを確保するために一つの社会的
身分として固定した。雑色はその特技を維持し，子孫
に伝えることが義務であった。特殊な技芸品や技術者
の必要を満たすために，これらの技術を持つものを社
会身分として編成し，固定した。律令制の下での構成
員はその社会身分によって把握され，その属する社会
身分によって法律上の取扱いが異なっていた。雑色
シナ ベ ザッ コ
は，品部と雑戸の区別があり，政府機関に分属し，特
定の労務に服し，あるいは特定の技芸品の作成に従事
することを強制される半隷属民である。とくに兵部
省，大蔵省，宮内省に多い（牧 2頁）。
Ⅱ 職人の形成
1 古代における職人の形成
ベ
職人の中には古代の職業部に発するものが少なくな
い。古代においては，職業部とは職業集団のことで，
それぞれ特殊な職業を持つものは，職業ごとに集団を
128
作り，その職業に携わっていた。これらの職業部は首
トモノオ
長である伴緒に率いられており，それぞれの職業に適
する地方に住んで，農業に従いつつ別にそれぞれ職業
を持っていて，製品を伴緒に献納した。律令国家の勢
威が失われて来るとともに，こうした職業部は解体し
たが，貢納関係が消えただけで，その職業が失われて
しまったわけではない。そこで作られたものは商品と
して流通するようになる（宮本 168頁）。
2 座の形成
平安時代になると職人は供御人の名の下に宮廷に直
属したものも少なくない。さらに荘園の発達に伴い，
貴族や社寺と特別な関係を持ち供御人・神人などの名
をもらい，特別な権利を与えられ，貴族の集まりや社
寺の祭礼の際に特定の座について奉仕することが許さ
れた。これは職人だけでなく商人についても同様で
あった（宮本 170頁）。座外のものがこれを侵すこと
は許されず，強いてこの権利を得ようとすれば，廃絶
した座仲間の権利を買い取るか，多くの金を積んで座
に入れてもらうしかなかった。とくに番匠（大工）の
座株の権利は尊ばれた。社寺の多い近畿では，大工仕
事は予想外に多く，また高い技術が必要とされた。東
大寺，興福寺などには専属の大工がおり，他に大普請
のあるときには雇われていくこともあった（宮本 171
頁）。
3 都市の形成と職業の専業化
中世において家職を同じくするものが仲間を募って
座を形成していた。職人の中には巫女や医師，商人，
博打打ちも含まれていた。その後，職人という考え方
は行商人や手職のあるものに限定されていった。農村
社会とは別に町らしい町が発達して来るのは近世以降
のことである。それすら江戸，京，大坂を除くと人口
10万人をこえる町はなかった。そこでは交易を中心
とした生活が行われた。そこに住む住民は家職を持
ち，一つのことだけをやって暮らしていた。家職が成
り立つためには自分の作ったものが売り物にならなけ
ればならなかった（宮本 166頁）。
職人は，それが専門的なものであれば，中世にあっ
ては座を作り，近世に入ると仲間を作って結束し，素
人をできるだけ仲間に加えないよう制限した。このよ
うな職人たちは，大名が城下町を作るとき呼び寄せら
れて町に住むようになったものも少なくない。鍛冶屋
町，紺屋町などの職人町は城下町ではいたるところに
見られた。都市の発達は職人たちを町に住まわせ居職
（家内職）を可能にした。居職の発達によって，すな
わち家にいて仕事ができるようになったことから，職
の専業化は一層進んだ（宮本 178頁）。
4 株仲間と職業技術の保護
職人の特権は近世に入って政治により座が解体され
ても，今度は株仲間とし続けられ，また鑑札のないも
のの営業は許されなかった。大阪では 18世紀中頃，
大工，木挽，左官，指物師などは鑑札を持っていない
ものを雇ってはならないという触れが出ている。鑑札
の所持の有無によって素人と玄人が区別されていた。
座と株仲間の違いは，前者が貴族や寺社の庇護の下に
あったのに対して，後者では職人の技術が保護された
ことにある。
近世において政治的に解体された職業及び商業にお
ける座も，その名称は残っていることがある。例えば
古くからの芝居小屋にはすべて座の名がついている。
これは，もと役者たちが座を組織して，その仲間が小
屋掛けして演技を見世物にしたことから出ている。猿
楽，能楽の座である観世座，金春座は劇場そのもので
はなく役者仲間のことであった。同様に地名にも座が
残っている。東京の銀座，鎌倉の材木座，大阪の阿波
座などの地名にそれが見られる（宮本 174頁）。
中世の座や近世の株仲間は外に向かって自分たちの
権利を主張するだけのものであったが，内側の結束と
親睦をはかることを目的として講が組まれていた。大
工や左官などの太子講，商人の場合は恵比寿講が組ま
れた。
5 職人集団の形成
（1）酒造と杜氏
季節的な出稼ぎの中で全国的に見られたのは，酒造
の人夫であった。普通，これを蔵人と呼んだ。その長
を杜氏といった。近世の初め新しい醸造法が考案され
良質の酒が大規模に造られるようになった。上方を中
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心に人夫を使った大規模な醸造が盛んになっていっ
た。これにあわせて酒の消費もぐんぐんと増えていっ
た。上方の酒は船によって全国に送られた。その酒造
りに多くの農民が動員された。
農閑期，秋の取り入れが済むと杜氏に連れられて酒
蔵へ出かけていった。丹波柏原から大量に出かけて来
るようになった。これが丹波杜氏であった。その他，
北陸，瀬戸内，九州五島，越後，南部など各地から出
ている。普通，1蔵 18人で作業をする。仕事がしや
すいように杜氏は身内や親戚のものを雇って来るのが
普通であった。
近世では酒造地において人夫が大いに不足してい
た。この人夫はただの人夫ではなく，技術を必要とし
た。酒造家は技術を持った労働力を必要とし，よい技
術を持った労働者を雇えれば酒造家はそれだけで成功
した。越後高田付近の杜氏は関東の酒蔵に出稼ぎに行
くものが多かった。そして，その地で酒造業者となっ
たものも少なくなかった（宮本 153頁）。
（2）森林伐採と杣人
村人がかたまって出て行くような出稼ぎも見られ
ソマビト
た。熊野の杣人などは，実に方々へ出稼ぎに行ってい
る。森林の伐採には技術が必要で，大木を伐りだす
杣，段切りし板にする木挽，山から谷川まで材木を落
としていくヒヨウ，川で筏を組んで海岸まで運ぶ筏
師，などが別々に仲間を組んで仕事をしており，村の
出自もちがっていた。杣は熊野と木曽が優れていた。
その杣は杉のあるところなら全国どこにでも出かけて
行って伐った。南は九州の屋久島から北は秋田まで伐
木専門で稼ぎに行っている。近代に入ると鴨緑江あた
りまで熊野の筏師は出かけている。広葉樹を切り倒
し，それで碗，盆，杓子のようなものを作って歩くの
を木地屋といった。こちらは良材を求めて勝手に山中
を歩き回り，よい場所を見つけるとそこに小屋掛けし
て何年か定住した（宮本 155頁）。
（3）樽丸師
針葉樹である杉は，建築用材としてだけ利用された
のではない。近世に入ると桶や樽の材料として利用さ
れるようになる。上方で酒造が始まると夥しい酒桶や
酒樽が必要になった。酒の大量輸送はすべて樽に頼っ
ていた。樽材は吉野熊野の山中で求めた。樽板にする
良材が多かった。樽板のことを樽丸と呼び，樽丸を作
るものを樽丸師とも伊丹職ともいった。樽丸師は新し
い職業で，初めは木地屋がこれに参加していたが，大
いに不足するため阿波のものが多くこれに加わった。
広島県坂町の海岸の人々も樽丸師として働いただけで
なく，女性たちも連れて行って，その樽丸を運搬させ
た。樽丸は筏で流せないので人の背で運ばねばならな
かった。飛騨や越前のボッカとちがって吉野熊野では
大きな群れを成して荷を運んだ（宮本 160頁）。
（4）番匠
後醍醐天皇の綸旨により，和泉の国で番匠（大工
職）を許されているのは 30戸余りであった。これら
のものだけが家を建てるときの棟梁を務めることがで
き，また京の御所造営のときに，これに参加すること
の栄誉が与えられていた。しかし，近世に入り人家が
増え，大工仕事が増えて来ると，農家の次男三男もし
だいに大工の徒弟として働くようになり，その人数も
著しく増えていった。もともと大工の多かったのは飛
騨，近江などであり，この近江の場合は近世以降，京
都の中井主水の家を中心にして禁裏御用の職人たちの
大同団結により，大工だけでなく，杣，木挽もこの仲
間に入った。
中井主水は大和法隆寺に住み，この寺を中心とした
大工の棟梁であったが，大きな普請を次々に手掛け，
その中には名古屋城も入っている。また近江には別に
甲良の庄に甲良豊後がおり，京で建仁寺流の技術を学
び，甲良の庄の大工を統率し，後に配下とともに江戸
に移住し江戸城を建てた。
大工仲間は職業の祖神として聖徳太子を祭り，太子
講を営んだ。この太子講は 2月 22日の太子の命日に
開かれ，その際にその年のいろいろの取決めをする。
一番大事な取決めは賃金であった。また仲間のものと
して対面を汚すようなものがあれば制裁し，ときに仲
間外しすることもあった。講のあとで賃金について一
般村人に触れを出している。
大工仲間の特権を持って仕事にあたり，できるだけ
仕事を増やさないようにしていたが，都市の発達と人
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家の増加により大工の数は増えていく。それと同時に
渡り大工が増えていった。これは技術は持っているが
帳場（仕事場）を持たないで，方々を渡り歩いて他人
の帳場で働く大工のことである。これらの仲間は仕事
のある所へ集まって来るし，また町の方でもそうした
職人を集めて一カ所に住まわせた。これが大工町であ
る（宮本 175頁）。
Ⅲ 商人の形成
1 市と店
自給だけで間に合わない場合，不足する物資は交易
によって補われた。縄文の時代，黒曜石を使った刃物
が広く分布していたが，これを産出する場所が限られ
ていることから，この需給に伴う交易があったことが
推測されている。古代において統一国家が成立する
と，鉄や塩を初めとして多くの物資が朝廷に献上され
るようになった。これらのうちの余剰物資は市にかけ
られた。そこでは様々なものが取引された。行商はそ
のはじめ生活を立てかねたものにより，物乞いの一つ
の形式として発達してきたと見られるが，市では対等
に品物が交換されたところに特色がある。そして，そ
こには選択の自由もあった。市は年中開かれているも
のではなく，日を決めて行われた。
市の立った日にだけ商人も買い手も集まってきた
が，市の回数が多くなって来ると市の近くに商人の定
住するものが増えて来る。それが「町」と呼ばれた。
町とは商人が中心になって住んでいることで家の数は
問題でなく，村の中に町があった。商人は日頃は細々
と暮らし，店を開いているだけでなく行商も行ってい
た。また付近で開かれる市にも出かけていった。市か
ら市を渡り歩くということも一つの特権であり，彼ら
も座を形成していた。
近世においては市場商人は仲間として一種の隊商を
組んで市から市へと移動した。市場で取り扱われる品
物は，食料品，衣料品，手工業品など幅広く，振り売
りの行商には適さないものが多かった。また品物の量
も多かった。
行商や市の他に，店もまた古くから見られた。店は
「見せ」から来た言葉である。人馬の往来の多い道ば
たや，社寺の門前などにはこれが見られた。店では
魚，果物，布，履物などが売られていた。これらは僅
ヒサギ メ
かの元手で行われた女性の商いであった。販女が居
職として店を出していた。町または市の付近に店を持
つことによって，定住した商人を町人と呼んだ。一軒
を構えた店は，一つの誇りのあらわれとして，屋号を
持つようになり，初めは商品名をつけたが，後に出身
地名をつけるようになっていった（宮本 181頁）。
2 輸送・保管・金融と問屋
古代においても，街道筋や港では交易される多くの
物資が動いており，輸送や保管にあたる人や場所が必
要であった。朝廷はそれぞれの駅や港の役人に命じ
て，保管監督にあたらせたが，その力が衰え荘園が発
達して来ると，独立して運送や保管を生業とするもの
がでてきた。これを問あるいは問丸といった。問丸は
多量の物資が入って来ると，それを一旦倉に収め，そ
れからその地方の市で売りさばいたり，行商人を使っ
て売ったりした。
大量の物資が集散する港に問丸は多く見られた。近
世に入ると問丸は問屋と呼ばれるようになった。町に
は商人の座や店が発達しており，問丸から庶民にいき
なり物資を売りさばくのは困難であった。座仲間や小
売店の手を経なければ庶民の手には入らなかった。し
かし，問屋の勢力はしだいに強まり，小売りの店も行
商人も問屋の勢力の下に組み込まれていく。問屋は大
きな屋敷構えをし，いくつもの倉を持ち，問屋の数が
その町の繁栄の如何を物語っていた（宮本 190頁）。
村の有力者を親方といった。親方は農業以外にいろ
いろな商売を試み，問屋のような仕事もしていた。さ
らに酒屋，米屋，古着屋，質屋なども兼ねていた。ど
この村にも金貸しを業とする質屋があり，これは中世
の「土倉」から生じたものだ。土倉とは倉を持った市
場商人のことで，農民は農具などを質に入れて金を借
りるが高金利のため返済できず，家や土地をとられ流
民となるものも少なくなかった。中には土倉に隷属し
て小作人となるものもあった（宮本 192頁）。親方が
問屋を営んでいる場合，子方は日常の生活物資を問屋
から掛けで買い，生産物を問屋である親方に納める。
さらに生産地の問屋から消費地の問屋へと流通と金融
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を通じて繋がり都市の交換経済を支えた。子方の掛け
の支払は盆と暮れの年 2回とされ，このような貸借慣
習が成立していた（宮本 195頁）。
3 都市の成立と商業の発達
近世では城や武家屋敷が城下町の中心に配置され，
武士の生活に不可欠な職人と商人の住居はその周囲に
配置された。農民は村方に居住した。社会身分により
生活の基盤が異なった。町人は町方に居住する職人と
商人である。兵農分離とともに武士たちは城下町に集
中して居住することになったが，武士が村落を離れて
都市に居住して消費生活を営むためには，一定の商業
の発達と商人の存在を前提とした。江戸幕府の中央集
権的施策により，城下町，宿場町，港町などの都市は
繁栄し，18世紀初頭の江戸は町人の人口だけで 50万
人もあり武家その他を加えると 100万人を越える大都
市であった。京，大坂もそれぞれ 40万人の人口を持
つ大都市であった。幕藩権力は商人たちの経済活動に
ほとんど干渉を加えることがなかった（牧 40頁）。
4 正直と不誠
近世においては商品経済の浸透が始まったとはい
え，後の大衆消費社会が実現していたわけではない。
たいていは注文生産で，消費者と生産者の間には密接
な関係があった。職人は相手の気に入るものを作らね
ば商品にならなかった。商人にあっても信用が第一で
あった。一方で市や露天商，行商人によって売りさば
かれる品物は粗悪品が多かった。見知らぬ世界にいる
消費者には粗悪品が作られた。正直と不誠とが背中合
わせで共生しているところに古い商いは成り立ってい
た。仲間の間では，正直と義理は何よりも大切であっ
たが，仲間以外の世界ではそうではなかった（宮本
213頁）。
5 御用商人
公儀に出入りする御用商人は大きな勢力を持ってい
た。同様に，御用職人も平職人に対して大いに威張っ
ていた。これらの御用商人，御用職人になるには実力
によるところも多かったが，公儀への献金の多いこと
で認められる場合も少なくなかった。そして幕府は幕
府で，藩は藩で多くの御用商人，御用職人を持ち，そ
れらには苗字，帯刀を許した。商人は，公儀の権力を
背景にして権勢を誇り，莫大な利益をあげたが，経済
的な実力によって繁栄したものではなかった。近世が
終わり公儀の庇護がなくなったとき，その大半は没落
してしまった（宮本 217頁）。
Ⅳ 労働力の移出と規制
売るべき商品がなく，行商に好適な条件がないとこ
ろでは自己の持つ労働力を他に出かけていって売るし
かない。近世まで，人身売買が行われ，その取締もな
されてきたが，まがりなりにも生計を立てられる場合
には身売りでなく，余剰の労働力を売ればよかった。
1 農閑期の出稼ぎ
農作業には繁閑があり，その時期を等しくしている
ので労働力の調達に苦労する。そこで早く農作業を終
わった所や漁村などから人を雇い入れた。
三重県志摩の海岸地方では，水田が少なく漁業が主
であった。そこで女性たちは春になって新茶の芽が出
ると山家へ茶摘みに行き，5月になると戻ってきて村
の祭りを済まし，それから水田地帯へ田植えに雇われ
て行く。三重県北部から濃尾平野，大和盆地などへも
出かけた。20日から 30日の稼ぎであった。それから
戻って秋まで鮑をとり，畑仕事に精をだす。稲が色づ
いて鮑とりが終わると稲刈りにまた出かけて行く。毎
年それを繰り返した。
伊豆や房総の海岸の女性たちも米所に出稼ぎに行っ
ている。伊豆西海岸の女性たちは駿河湾沿岸の水田の
田植えを済ますと山梨県あたりまで田を植えて歩いて
郷里へ帰った。淡路島や小豆島の女性たちも夏になる
と大阪平野の綿実を積みにやって来た。
山口県滝部には奉公市があった。その沖の角島の娘
たちはこの奉公市で農家の人達と話合いをして奉公の
取決めをした。たいていは半年，長くても一年の契約
であった。多くの場合，働き終わると米をもらって
帰った。福岡県田島には女中市があった。沖にある大
島や地ノ島の人々が宗像神社の祭礼にやってきて，同
じく祭りにやってきた農民たちと雇傭の契約を結ん
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だ。
島や海岸からばかりでなく山間地方の女性たちが平
野部の稲作地帯へ雇われて田植えや稲刈りに行く風景
は各地に見られた。自分の集落内での働きで生活が立
てられなければ他所に出て働くより方法がなく，近世
以降そのような機会が増えていった（宮本 148頁）。
2 出稼ぎ労働力需要の増大
江戸の人口は 100万人を越えていたが，その消費に
コメ ツ キ
応える米搗きのための労力も必要であった。その米搗
きのために江戸へは上州，信州，越後などから多くの
農民がやって来た。そして米屋に雇われて米搗きに従
事した。
上方の場合は，もっと多くの米搗人足を必要とし
た。京，大阪，堺をあわせても江戸より人口は少な
かったが，酒蔵が多く，酒米だけでも年間 100万石以
上を精米しなければならなかった。精白する米の量は
江戸の 2倍にのぼったと見られている。これらの米搗
人足は丹波，丹後，播磨，但馬，備前，讃岐，淡路，
紀伊などから出て来た。
米搗人足には飯場があり，そこに米屋，酒屋，餅屋
から人足の注文が来た。人足のことを大阪では飯台子
といった。注文があると飯場の丹那は飯台子を注文し
た家へ差し向けた。一日稼ぐと一日ごとに賃金が支払
われ，丹那に飯料の支払をした後はその金を貯めて，
農繁期になると郷里へと帰った。
米搗きだけでも何千何万という出稼人を必要とした
が，その他に冬の火の用心番，掃除人夫から薪割り，
普請手伝い，商家の配送，風呂炊きまで含めると夥し
い数の人夫がいなければ町家の運営はできなかった。
また出稼ぎの労働力は何らかの縁故を頼って都会へ
やって来る。そこで，おのずと一つの村の出稼ぎ先が
一定して来るようになる。江戸の風呂屋の三助は能登
から，左官も能登から，これは農民ではなく鋳物師が
夏場鋳物ができないので江戸に出て左官をやり，涼し
くなると戻って仕事をした。越後からは大工がたくさ
ん江戸に出た。火の用心番なども越後が多かった。江
戸の端船乗りは房州から木更津の辺りのものが多かっ
たが，その後，愛知県佐久島からたくさん出ている。
こちらは農閑期の稼ぎではなく，農家の次男三男が主
で後にしだいに都市に定住していった。都会を中心に
した手工業の職業はこうした人達によって発達した。
また，こうした人達を町に受け入れるための職業紹介
機関として機能を果たす口入屋も多く見られた。縁故
に頼るだけでは済まないほどに都会での労働力需要は
増大していった（宮本 150頁）。
3 高利貸しと農民の窮乏
心がけのよい農民は，去年作った米を今年食べるこ
とはせず，一昨年作った米を食べた。それならば凶作
があっても何とか切り抜けることができた。しかし，
そのような農民は村の中では少なかった。たいていは
田植えの時期になるともう米はなくなっていて，地主
の倉から作付け米を借りて来るのが普通であった。作
付け米ばかりでなく，盆米，祭り米も借りてきて，秋
の収穫が終わるとすぐ地主の家へ借りた米と小作米の
両方を納めなければならず，後には何ほどの米も残ら
なかった。このような農民は窮乏から抜け出すことが
できなかった。
村の有力者に親方を頼むことが一般に行われてい
た。困った場合に親方に頼ると飢えないだけのことは
してくれたが，それに対する返しは必ずしなければな
らなかった。親方はただ座食しているのではなく，農
業以外のいろいろな商売を試み，また問屋のような仕
事をしているものも多かった。ふつう酒屋，米屋，古
着屋，質屋などを兼ねていた。どこの村にも質屋の一
軒や二軒はあった。質屋をしている家の多くが親方の
家であるということは，中世の土倉の伝統を引いてい
ると見られる。土倉は倉を持った市場商人のことで，
農民は農具などを質に入れて金を借りるが高金利のた
め返済できず，ついには家や土地をとられ流民となる
ことも少なくなかった。中には土倉に隷属して小作人
となるものもあった。地方の地主の中には，これと同
じ方法で高利貸しをしながら土地を集めていった地主
も少なくなかった（宮本 192頁）。
4 相互扶助と親方への依存
人が群居して住むのは，一人では様々な災害に耐え
て生き伸びていくことが難しいからである。それに，
あらゆるものを自給することも容易ではなかった。大
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勢で住めば何かと助け合うこともできる。災厄を防ぐ
ために，人はいろいろな対策を試みてきた。まずは皆
が助け合うことであった。村で共有財産をもち，困っ
たときにそれを利用することを考えた。
農民の内側の結束と親睦をはかることを目的とし
て，信仰をもとにした伊勢講，金比羅講，念仏講など
多くの講組が組織されていた。また資金の不足を補う
ために頼母子講が組まれた。これは生活困窮の際の資
金調達だけでなく，屋根葺き，畳替え，布団や什器の
購入などの目的でも行われた。無尽や模合いなどの名
で広く行われた。さらに労力の不足なども結い（労働
交換）の組織を作ってお互いに助け合って処理するの
がふつうであった。
こうした組織だけで災厄に耐えることが難しい場
合，より大きな財力を持った親方の家に頼らざるを得
なかった。個人に対するこのような依存から，恩や義
理をつねに親方に対して意識していなければならな
かった。親方の家との日頃からの親しい関係の維持が
大切で，これがないと頼りにすることはできなかっ
た。親方の家には多くの子方がついていた。このよう
な関係は，農村を基盤にしてあらゆる社会に広がって
いた。親方子方の関係は，親方が問屋を営んでいると
きに，日常生活物資を問屋から掛け買いし，生産物を
納めることから，いよいよ絶ち難い強い絆を持って来
ることになる。さらに生産地の問屋から消費地の問屋
へと流通と金融を通じて繋がり都市の交換経済を支え
た。掛けの支払は盆と暮れの年 2回とされ，1年二期
勘定の貸借慣習の基盤の上に親方子方の関係は成り
立っていた（宮本 195頁）。
5 奉公人の契約と身分
江戸時代の奉公人には，商家の丁稚，手代，職人の
徒弟，農村の下人などがあり，いずれも奉公人と呼ば
れるようになるが，これらの奉公人と主人の関係は契
約により生じた関係であった。奉公の種類，期間，給
金等は原則として相対で決められた。当事者は契約に
ついて，ある程度の選択の余地を持っており，奉公人
は農民，町人等が一時的にとる姿であった。近世の奉
公人は社会身分ではなく債権法上の問題として位置づ
けられている。しかし権力による法は，奉公人として
の契約がなされると主人と奉公人を主従関係として扱
い，奉公関係の解除権は主人にのみあり，けっして平
等な権利義務関係にはなかった。しかも年季の満了，
解雇等により奉公関係が終了しても奉公人は旧主人と
の間に特別な義務を負わされた（牧 46頁）。
徳川時代法の特色として，法律行為のための必要な
要件を定め，これに適合する書式を定めるのではな
く，書式を一定することによって法律行為を定型化し
たとされている。往来物の一種で，「用文集」という
証文雛型集がいろいろ出版された。そこに載せられた
書式に則して書いてさえおけば必要な法律行為は具備
されることになるわけである。
奉公人請状の書式は，第 1項で先ず請人（保証人）
が奉公人の身元が確かなことを保障し，次いで奉公の
期間と給金を決め，その代金を受領したことを証し，
奉公人について一切を引受け，雇い主に苦労を掛けな
いことを約している。第 2項では，公儀御法度はもち
ろん奉公先の規則・家法を遵守すること，奉公人に不
始末があった場合は早速指図次第にし，また長患いの
ときは代理のものを差し出して奉公に欠けることのな
いようにする。第 3項では，宗旨は何宗でどこの寺を
檀家にしているか，その寺請状は必要なときはいつで
も差し出すことと，その後の住所変更や旅行のときの
届出が約束されている。また一般的な事項である仕着
せについて夏・冬それぞれ何を仕着せにするかという
記載もなされていた（春原 38頁）。
6 幕府の奉公関係規制
近世初期，奉公関係を規制する法令が相次いで出さ
れた。一季居すなわち一年季の奉公の禁止に始まり，
人身売買の禁止と年季の制限に及ぶ。これらは労働関
係の期間に関わる規制であるが，労働関係の本質と不
可分である。幕府が発した奉公関係規制の嚆矢は慶長
14年（1609年）の一季居禁止であり，元和2年（1616
年）にたてられた雑事高札九か条は最初の人身売買禁
止立法と見られている。その後，多数の関係法令が出
された。八代将軍吉宗の就任以来，幕府は法典編纂の
方向に動き始めた。つづいて吉宗は評定所に命じて当
時行われていた法令や裁判例を整理させ，寛保 2年
（1742年）に公事方御定書上・下 2巻が成立した。こ
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れが幕府の基本法典として幕末まで行われた。公事方
御定書上巻は，重要な書付，触書，高札の類を収録し
た法令集で，27条に年季制限の撤廃，15条及び 61条
で人身売買の禁止を定めている（牧 64頁）。
（1）人身売買の禁止
人身売買の禁止は古代からあった。日本書紀天武天
皇 5年（676年）の条にその例が見られ，すでに禁制
が存在した。律令制の下では奴婢の売買のみを公認
し，その他の売買は禁止した。律令制は人民を良と賤
に区別し，賤はさらに五色の区別があった。このよう
な身分秩序を紊乱する原因は，異なる社会身分の間の
通婚であり，人の売買であった。律令制における人身
売買禁止の主たる意味は社会身分の秩序維持にあっ
た。
平安末になると朝廷から人勾引の禁制がしばしば出
され，鎌倉幕府もこれらの朝廷法をうけて人勾引・人
商人に対する禁制を繰り返し発している。人を勾引
し，これを辺境地域に売る人商人が横行していた。中
世の禁制のねらいはこれを禁圧することにあった。
天正 15年（1587年）秀吉は朱印状により人身売買
に関する禁令を出した。この背景には当時イエズス会
士とともに来航したポルトガル商人たちが，安値で国
内で売買されていた日本人を安く買い取り外国に搬出
していたという事情があった。こうして世界各地に散
在した日本人奴隷は，天正遣欧少年使節によって旅の
先々で目撃された。この禁令を出した翌日には秀吉は
伴天連追放令も出した。
同年，九州平定を終えた秀吉は，戦乱によって荒廃
した農村を復興するため，土地を離れた農民を還住さ
せ，売買されたものたちの返付を命じた。住民の還住
と人の売買を禁じた法令は九州一円に及んだ。秀吉は
九州を平定した翌年，刀狩を行い兵農の分離を具体化
した。これとともに人身売買を禁じた朱印状を各地に
発している。
秀吉は天正 10年（1582年）に山城で検地を行って
以来，全国にこれを及ぼした。検地に際して，土地の
測量，位付，石盛とともに現在の耕作者を作職者（耕
作権者）として定めて帳面に記載し，土地に農民を固
定した。このようにして，これら農民を直接支配し，
耕作農民から直接，貢租を収納する体制を作り上げ
た。秀吉の行った検地，刀狩，身分の固定，人身売買
の禁止は相互に連関する政策の一環であった（牧 88
頁）。
（2）年季奉公の規制
江戸幕府も当初，秀吉の政策を踏襲した。人を売買
することは，権力による民衆の直接把握を侵害する。
それは権力の基盤を蚕食し基底を崩壊させるがゆえに
放置することが許されなかった。秀吉の人身売買禁制
にはなかった新しい条項が，年季の制限であった。こ
の年季制限とは，人身の年季売，質入，本銭返，年季
奉公等を含めての年季制限である。そして年季とは，
これらにより主従関係を設定する契約の期間をいう。
この年季制限は，当初 3年，後に 10年とされた。こ
の下限以内の下人であれば，いったん下人となっても
百姓身分に戻る。寛永 20年（1643年）の田畑の永代
売買の禁止も幕藩体制が立脚した封建小農民の解体を
防ごうとするものであった。江戸幕府による人身売買
の禁止は，その年季制限とあわせて小農の確保維持の
ために不可欠であった（牧 88頁）。
7 商品経済の浸透と奉公人の風儀悪化
武士が城下町に集中居住することは，もともと商人
の存在とある程度の商業の発達を前提とするが，これ
が後に商品生産に刺激を与え，武士の支配を揺るがす
ことになる。武士が城下町に居住して消費生活者とな
ると，その生活にも合理性が必要となった。必要なと
きにすぐ役立つものを雇う方が合理的であった。こう
して 18世紀前半，武家には譜代の奉公人は皆無と
なった。武家の奉公人が出替りものとなる以前は，家
の普請をするにも自家の中間，若党で，また親類，知
人の家来を借りて仕事にあたったので，日用（日雇い
人足）を雇うこともなかった。しかし，この頃になる
と入れ口という周旋屋が世話をするので奉公人は武家
への出入りは自由になり，奉公人の風儀もますます悪
くなり，また給金も上がっていった。武家の子弟の養
育にも，譜代ではなく出替ものがあたるようになった
ことから，悪影響を及ぼしていた（牧 114頁）。
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Ⅴ 職業技能の継承と教育訓練
江戸期は史上稀にみる平和な時代で，産業が興り，
経済が発展した。文字文化は全国津々浦々を繋ぎ，実
に多くの寺子屋が存在した。江戸期の教育力は子ども
を一人前の大人にするための組織力に優れていた。地
域には経済力に加え，文化，教育の力が備わっていた
（高橋 199頁）。
1 寺子屋
江戸期の子どもは寺子屋に入門し「読み，書き，算
盤」を習った。さらに実用的な多くの知識も身につけ
た。そのため世の中に出て仕事をするにしても，暮ら
していくにもあまり困ることはなかった。江戸市中で
の識字率は男女とも 70～80％に達していたと見ら
れ，当時の欧米諸国に比べても相当に高かった（中江
144頁）。
乙竹岩造は『日本庶民教育史』（1929年）の中で，
幕末期に手習いを経験している人々からの聞き取り調
査により寺子屋教育の実態を明らかにしている（小泉
97頁）。
（1）寺子屋の教育システム
江戸期の寺子屋は，実用的な知識を身につけるのに
重要な役割を果たした。寺子屋の師匠には「読み，書
き，算盤」の得意な商家の隠居，御家人，諸藩士，書
家，医者などがなる例が多く，地方では村役人がなる
例もあった。夫婦で師匠を務めることもあり，その場
合は夫が男子を，妻が女子をそれぞれ教えた（中江
149頁）。
寺子屋における教育の過程は発達段階に応じたシス
テムが構成されていた。ひとくちに読み書き算盤と
いっても，まずは「いろは」次は「一二三」それから
師匠によって多少違うところはあるが，『江戸方角』
で字を教えながら，江戸の地名を覚えさせる。手紙文
形式の紀行で美文の『龍田詣』続いて『庭訓往来』を
学ぶ。それから『東海道往来』，漢字と仮名まじりで
日本六十余州の国名を集めた『日本国づくし』を学
び，最後に『商売往来』を学ぶ。ここまでで大体の字
と地理を覚えて，男女別の文体で手紙を習い，一通り
を終わることになる。この間 3～4年かかり，7歳で
入り 10歳ぐらいで終わる。子どもはそれからは奉公
に行くなり，下がるなり，またはそれ以上の学問をす
ることになる。大体，午前中は手習い，午後は算盤と
なっていた（渡辺 165頁）。
算盤は，手習いの師匠が，午後に算盤を教えたり，
また，算盤だけの師匠が専門に教えたりもした。宝暦
（江戸中期）以降，大人たちも盛んに算盤を習得する
ようになり，夜間の算盤学習所もできた。ここで教え
る内容は，加減乗除の四則計算で，開平開立や利息の
計算など実利的なものであった。算盤の学習はいよい
よ盛んになった（渡辺 195頁）。
巨大都市江戸の庶民教育を担ったのは街中に乱立し
た寺子屋，私塾であった。庶民にとって子どもの教育
は重大な関心事であった。生き馬の目を抜く江戸で生
き抜いていくには，読み書き算用を身につけておくこ
とが有利であると身に沁みて知っていた。19世紀に
入ると江戸は爆発的な教育ブームを迎える。私塾番付
なども出され，師匠間の競争も激しかった（高橋 56
頁）。
寺子屋が庶民の読み書き算用，識字力の獲得に果た
した役割は大きい。しかし，師匠の狙いは読み書きと
一体となって子どもに礼儀を躾けることにあった。
「礼儀なき子どもは読み書きを学ぶ資格なし」が師匠
の鉄則であった（高橋 65頁）。
（2）算学の隆盛
西村次郎兵衛は『親子茶呑噺』の中で，庄屋の子弟
に必要な一生の心得を綴っている。幼年より先ず筆算
を教え，次ぎに 13～4歳になったら家業を教える。家
業の余裕に書物を読んで学ぶ。金銀の出し入れもさせ
るが，賭け事や買い食いは厳禁する（小泉 61頁）。
教育家で本草学者であった貝原益軒は，日本最初の
体系的教育論である『和俗童子訓』（1710年）の中
で，読み書きや算数は，貴賤をとわず四民ともに学ば
せるべきだとしている。女子もものを正しく書き，算
数を習う方がよい。読み書き算数を知らないと，家内
のことを記したり家計を上手におさめることができな
い。貴賤，四民，男女の別なく算数教育の必要性を強
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調した。当時，算数に対する蔑視は武家においてとく
に著しかった。また女子は算勘を知らないことがよい
育ちと考えられ，これを嫌う傾向があった（小泉 133
頁）。
香月牛山は本邦初の体系的育児書である『小児必用
養育草』（1703年）の中で，算用は 10歳から習うべ
きであるとしている。算用は商人の業で武士たるもの
のすべきことではないといわれているが誤りで，人の
将たらんとする者は，算用を知らなければ軍旅を調え
ることもできず，天文，地理の学問にもすべて算用が
不可欠である。士農工商ともに算用を知らずに物事を
成就することはできない。しかしながら，子どもの算
盤が早く，人前で算用，金銀，利得，売買のことをい
うのは見苦しいことである。算用をはじめ一切の芸能
は「知りて知らぬ」というように芸を隠して，必要な
ときに取り出して使うべきであると述べている（小泉
137頁）。
算学家で寺子屋の師匠であった田中仲次郎は『浅算
為蒙抄』（1807年）の中で，算学の技を磨き，これを
村の幼童に丁寧に教え，商品経済の進展する江戸末期
の社会において，日常の経済の仕組みを算学の目を通
じて誰もが計算でき，不正を除き，公平になるように
したいと考えていた。日用の算用の習得により年貢，
金銀銭の相場，田畑の売買，金銀貸借の計算などがで
きるようになり，逞しく生きていくことができるとし
ている（高橋 88頁）。
（3）寺子屋の多彩な教材
寺子屋では，まず「いろは」を学び，次ぎに漢字と
手紙文を習った。文字を学ぶ目的が主に公文書や商業
文の読み書きができるようになることであったため，
楷書ではなく最初から草書で学び，男女それぞれ男文
字，女文字を習った。
「いろは」を習った後は，生活に必要な知識を手紙
文で書いた「往来物」と呼ばれる教材で漢字や熟語を
学ぶ。その種類は多く，七千種にも及び，そのうち千
種は女子用だった。この中の『庭訓往来』は年間を通
した手紙文で構成され，敬語の表現，時候の挨拶など
を学んだ。これにも種類があり，例えば，19世紀前
半に刊行された『絵本庭訓往来』では，公家の新年の
挨拶からはじまり，春の花見や大名行列，植木職人な
ど，衣食住から職業，風俗習慣などを，葛飾北斎の挿
絵を入れて構成している（中江 152頁）。
寺子屋における算術の教材としては 17世紀前半に
吉田光由が刊行した『塵劫記』がある。同書は日本最
初の算術書であり，明治末まで刊行されたロングセ
ラーである。「塵劫」とはきわめて小さい数ときわめ
て大きい数のことをいう。この教材は，中国の算術を
我が国の事情にあわせ，日常生活に関係の深い事柄を
通じて，自然に算術を理解できるようにした入門書で
ある。まず，算盤を使った四則の計算方法を分かりや
すく解説した後，応用編として実際の生活に即した例
をあげ，解き方を示してある。さらに開平や開立の求
め方が記されている。基本的には，算盤を使って計算
する方法をとり入れている。算盤が普及したのは江戸
後期のことであるが，それは商品経済が発達して売買
取引や賃貸借が盛んに行われるようになり，代金や利
息の計算が必要になったからである。農村でも換金作
物や絹織物などが生産に力を入れるようになり算盤の
技能の習得が求められた（中江 177頁）。
寺子屋では地理の教材として『国尽』が多く用いら
れた。これは諸道別に国名や村名を並べ声に出して暗
唱しやすいように編集してある。こうした教材によっ
て好奇心が刺激され地理的な興味と関心を広げていっ
た。また，地誌を盛り込んだ教材として 17世紀後半
の『江戸往来』や『京都往来』，『浪花往来』などがあ
り，それぞれの地域の諸行事や特質を記していた（中
江 175頁）。
寺子屋の師匠は，地域や家庭に密着した教材を選ん
でおり，江戸下町の商人の子どもが多い地域では『商
売往来』を使い，職業の知識を教えた。具体的には商
取引に必要な用語や数字，貨幣の単位，商品名，商人
の心得などである。他に，問屋の商業活動に必要な知
識をまとめた『問屋往来』という教材もあった（中江
152頁）。
職人の子どもが多い地域では『番匠往来』を用い
た。これは大工など職人用の文字や言葉を集めた教材
であった。職人の用いる道具については，十返舎一九
の『万福百工往来』があり，度量衡，測定具，工具な
どの使い方を記している。農村では『田舎往来』や
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『農業往来』など，漁村では『船方往来』などが使わ
れた。このように使われる教材の種類は多く，寺子屋
の学習内容は豊かであった（中江 152頁）。
（4）寺子屋と庶民の教化
反幕教育をしないかぎり，寺子屋の教育内容や運営
などは，すべて師匠にまかせられており，幕府による
干渉はなかった。また，その援助もなかった。しか
し，18世紀前半にはこれを庶民教化に利用しようと
する動きもあった。宝永 8年（1711年）1月，町奉行
は寺子屋師匠を集め，9カ条の触れを出している。こ
れは家族の親睦，博打，けんかの禁止など庶民の目安
となるものであった。具体的には，家族や親類と仲よ
くし，下働きの人に親切にすること，奉公に励むこ
と，家業に励み分限をわきまえること，人身売買の禁
止などの内容になっている。1721年には 8代将軍吉
宗の命により，儒者の室鳩巣が中国の道徳書『六諭縁
起』を平易に翻訳し，翌年これを『六諭縁起大意』と
して出版し，寺子屋の教材として使うよう師匠たちに
指示している（中江 156頁）。
（5）寺子屋の職業教育
寺子屋の学習は，一貫して「書くこと」を土台にす
すめられる。書くことによって読みも身につくことに
なる。世間を生きる専門的知識が詰まった『商売往
来』を学ぶことにより農家でも農業の傍ら商売もで
き，村役の仕事も十分に務まった。『商売往来』は，
読み書きを商品経済にマッチさせた優れたテキストで
あり，商売取引，貨幣金銀銭の両替に続き，あらゆる
商品の名を列挙し，最後は商人たるものの道徳「正
直」で締めている（高橋 37頁）。
子どもの中には，商家へ丁稚として奉公し，やがて
手代，番頭として出世する者もいた。さらに独立して
店を構える者，行商人になる者もいた。そうした子ど
もたちにとって『商売往来』は必須の教材であった。
商人や職人が多く住む日本橋，神田，浅草，深川など
の下町では，早い時期から多くの寺子屋で『商売往
来』が使われていた。江戸後期には商品経済の農村へ
の浸透がすすみ，換金作物の栽培が増えたこともあっ
て，『商売往来』が農村部にも広く普及していった。
『商売往来』は多くの類似のものが出版されたが，
最初のものは堀流水軒が 17世紀末に著している。堀
流水軒は，商家に生まれたものは，子どものときから
手跡（手習い）と算術（算盤）の修業をすることが大
切であるとして，基礎学力の習得を勧めている。実用
的な知識のほかにも商人の心得についても述べてお
り，始末，柔和，正直の徳を説いている。始末とは浪
費をせずに慎ましく暮らすことであり，柔和とは挨拶
や応対に誠意を尽くし顧客の心を捉えることの大切さ
を教えている。また正直は裏表のないことであり，詐
欺的な手法で暴利を貪ってはいけないと戒めている。
また江戸後期には，和歌や連歌，琴，琵琶，三味線，
将棋などが庶民の間に流行したが，これらの遊芸の稽
古は家業に余力のある範囲内で，嗜みとして稽古する
ことを勧めており，行き過ぎないよう注意を促してい
る（中江 174頁）。
近世においては時代の経過とともに消費経済が活発
になり，職業の多様化も進んだ。様々な職業に対応し
た教材も作られた。18世紀前半に刊行された『諸職
往来』は士農工商は国の至宝であるとして，これらの
職業に必要な知識や技術，心得などについて記してい
る。しかし，その中心は職人に置かれていた。大工や
左官を対象とした教材としては『番匠往来』が代表的
である。ほかに『大工註文往来』や『左官職往来』も
あった。19世紀前半には『諸品寸法往来』が出版さ
れた。これは材木や，石材，紙類，升などの標準寸法
を記したものである。
農村地域では，『農業往来』や『百姓往来』，『田舎
往来』などの教材により農業のことを学んだ。ここで
は農地に関することをはじめ，農具の使い方，田畑の
耕作，穀物などの栽培，農業労働についての知識，農
民としての心構えなどが記されていた。『百姓往来』
は，日本橋大伝馬町で書店などを開いていた鱗形屋孫
兵衛が 18世紀中頃に出版した教材で，農民の子ども
に必要な農業用語や知識などを平易に説いた入門書で
あった。多くの版を重ね，類似書も多数出たほどよく
用いられた。
農村では年間を通じた農作業のほかに，年貢の納
入，飢饉や洪水への対応なども求められ，村の運営に
携わると，触書の伝達をはじめ諸書類の作成，訴訟書
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類のとりまとめなどのために，「読み書き算盤」は必
ず身につけて置かなければならなかった。農村地域に
も寺子屋が設けられ，子どもたちはそこに通って「い
ろは」や算術をおぼえ，農業の基礎知識や心構えを学
んだ。
漁村地域においても，『浜辺小児教種』や『船方往
来』などの教材で，漁業や船乗りに必要な用語や知識
を学んだ。18世紀はじめに出版された『船由来記』
は，船匠（船大工）になるための教材であった（中江
180頁）。
今井経山の『浜庇小児教種』（1858年）は，漁師の
子弟の子育てに触れた往来物であり，奢侈と放逸を避
け，大人しくふるまい，読み書きと算盤を身につけ，
粕や干鰯の送り状などの商用文を習い，家業に必要な
基礎を寺子屋時代にしっかり身につけさせるべきこと
が記されている（小泉 110頁）。
（6）女子教育と寺子屋
江戸期は男子であれば父親の職業が職人であって
も，あるいは商人であっても，その後を継ぐ世襲制が
一般的であるから，その教育は父親の担当となる。一
方，女子の教育は母親が受け持つというように分担が
決まっていた。女子が身につけなければならないの
は，手習いのほかに裁縫や算盤，三味線があった。当
初は，家庭で母や姉が手習いや裁縫を教えていた。と
ころが，庶民の経済力がしだいに向上するとともに女
子も寺子屋に通わせるようになった。18世紀末の
『絵本栄家種』をはじめ，千種もの女子用の教材が出
版された（中江 159頁）。19世紀はじめには『女商売
往来』が出版されている。内容としては『商売往来』
とほとんど同じであるが，女子の教養となる家名や諸
道具，草木，草花などの名を集めてある（中江 184
頁）。
母親が娘に稽古事をさせるのは，娘に武家奉公をさ
せるためだった。その頂点は江戸城大奥で，それに御
三家や大名家の奥向がつづく。大奥で働く奥女中にな
ることは難しいが，伝ってさえあれば奥女中に使われ
る又者になることはできた。又者とはいえ，大奥に務
めるには相応の素養が欠かせなかった。そこで大奥奉
公を望む娘たちは，読み書きはもちろん，三味線や浄
瑠璃を習い身につけた。大奥での奉公が実現すれば，
日々の生活のなかで立居振舞や言葉づかいなどが磨か
れ，さらに茶の湯や生け花，琴，踊りなどの伝統芸能
に触れ人格が陶冶されていく。これは大名家の奥向で
も同じであった。武家奉公とは行儀見習いのほか，一
種の高等教育を受けるという意味合いもあった。武家
奉公をした娘は教養や気品を身につけていたこともあ
り，良家からの縁談も多かった（中江 169頁）。
2 職業技能の形成と一人前の意味
自給生活とは，実は素人の「間に合わせ」で暮らし
ていくということであり，そこに見られる技術はい
たって稚拙であった。しかし貴族に寄生する工匠達の
間には高い技術が見られた。そして民間との間には大
きな断層が存在した。律令政治が崩壊して，中央政府
の力が衰微すると工匠たちはしだいに民間に入り込ん
で来る。同業集団として形成された座は技術を伝えて
いくための組織でもあった。高い技術を身につけるに
は，長い期間の修業が必要で，子どもの頃からの訓練
が必要であった。それらの技術の中には家職として親
が子に伝えていくものもあり，また弟子をとって教え
るものもあった。漁業はほとんど親が子に技術を伝え
ていた。釣魚の技術，漁場の位置，潮の流れ，波のう
ねり，まで知らなければ海底の魚の状態を把握できな
い。小さいときから海に親しみ，海で暮らし，海のあ
らゆることを知らなければ，そうした技術は身につか
なかった。
農業も漁業ほどではなくても，やはり子どものとき
からの訓練が必要であった。まず荷を背負うこと，鍬
を使うこと，草を刈ること，肥桶を担ぐことなどが人
並みにでき，さらに牛を使うことができれば，一人前
とされた。農民として一人前という単位は，重要な意
味を持っていた。一人前であるということによって労
働力の交換が成り立つのである。普通の人で，一日に
どれくらいの仕事ができるかを，仕事の量などを見計
らって定めておき，それだけの仕事ができれば一人前
とみなされた。それ以上の能率については，共同労働
や交換労働の場では問題にしないことになっていた。
人を雇う場合，一人前が基準となった。農村の生産面
における協力体制（結い）が可能になったのは，この
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一人前の考え方があったからである。人々は一人前の
ことができるように皆努力し，訓練をした（宮本 200
頁）。
3 職人の徒弟修業
町方奉公人とは，町方に居住する商人及び職人の使
用人をいう。これには通常，徒弟奉公人と下男下女と
いう 2形式が含まれていた。前者は，商工業の習熟を
目的とする長期間の奉公であり，家事雑用をはじめ労
務に使用されながら職業教育を受けるものである。後
者は単純な労務の提供を目的とするもので継続して長
年月に及ぶものがあるにしても原則として短年季であ
る（牧 136頁）。
職人の場合，技術を師匠について学んだ。大工，鍛
冶屋，紺屋など高い技術を必要とするものは皆よい師
匠について学ばなければならないものとされていた。
子どもに伝える場合でも，本当にすぐれた職人になれ
なければ，けっしてあとを子にゆずらず，別家をさせ
て，むしろすぐれた弟子を娘の婿などにして，あとを
とらせた。弟子入りは 10歳前後で，師匠の家の下働
ノコギリ
きなどをした。14～5歳になると，まず鋸を与えられ
カンナ
木を切ること，次ぎに鉋を与えられて木を削ること，
ノミ
その次に鑿を与えられて穴をあけること，そして刃物
を研ぐことを教えられていく。鑿の使い方まで身につ
ければ，まず一人前とされた。そして 20歳になれば
一人立ちできるまでになる。それから 1年間は師匠の
もとでお礼奉公をして，以後はどこへ行っても一人前
の賃金がもらえることになった。その間にも，いろい
ろな技術を身につけなければならなかった。木取りの
方法，墨縄の打ち方，鋸の目立て，建物の設計，絵図
面のひき方など，学ばねばならないことは実に多かっ
た。それだけでなく，仕事を済ませたあとの後始末，
道具の片づけ，こまごまとした作法も身につけなけれ
ばならなかった。職人として恥ずかしくないだけのこ
とを身につけると，地方から京，大阪の上方へ修業に
出かけ，有名な師匠を訪ね，さらに高度な技術，新し
い技術を学んだ（宮本 202頁）。
4 商家の丁稚奉公
本居宣長に対して一家をなした橘守部（1781～
1849）は『待門雑記』の中で，教える前に考えさせる
ことの重要さを説いている。商家において使用人が相
談にきても，すぐには教えるべきでない。先ず自分の
頭のかぎり考えさせ，その考えを聞いた上で，足りな
いところを補ってやるべきだ。すぐに答えを出してや
ると，自分の考えを巡らすこともなく，教えても上の
空で簡単に考えて通りすぎてしまう（小泉 47頁）。
商家の場合には技術ばかりでなく，経営の才能が何
よりも大切にされた。10歳前後のときに丁稚として
商家に雇い入れられた。丁稚になると子守り，拭き掃
除，主人のお供などいろいろな雑用をさせられた。厳
しい修業を経なければ一人前の商人にはなれないと考
えられ，かなり立派な町家の子どもでも丁稚奉公に出
るのはあたり前とされた。15～6歳になると半元服と
なり半人前として扱われるようになる。その後，3年
間稼いで，18～9歳で元服する。元服すると手代とな
るが，なお 3年間は半人前として使い走りをさせられ
た。
その時期をすぎると，手代は支配人または番頭の指
図にしたがって，仕入方や売捌方の仕事に携さわり，
時には取り引き上の自分の見込をたてさせられること
がある。見込が外れて損失がでた場合でも，叱られる
だけで賠償をすることはなかった。時には失敗をしな
がらも取引における駆引きの勘をみがき，商業の技術
を身につけていった。手代は手分けをしていろいろな
部署を担当した。客の応対，帳簿の記入，出納，検
査，主人の外用の代理，公事（訴訟），台所のあずか
りなど，すべて主人の指図にしたがって行った。
このようにして，それぞれの部署の熟練者になって
行き，30歳になる頃には何をさせても，たいして失
敗なしに商売を捌けるようになっていく。そのときに
番頭に昇格する。番頭の中の首席が支配人になる。支
配人はその店の経営全体を統率する。支配人の如何に
よってその店の繁栄も決まってくる。また元服してか
ら商家に奉公するものもあった。これは中年ものとい
われ，重要な仕事はさせられなかった。その他に半期
（半年）一期（1年）の奉公人も商家にはいた。これ
は主に力仕事をしたものであり，女性ならば台所の仕
事をした。商家の徒弟も，職人と同様に本当に熟練し
た商人となることが求められていた（宮本 205頁）。
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結幕末から維新の時期にわが国を訪れた欧米人は，我
が国の職業技能の高さに目を見張った。本稿では，そ
の高い評価の背景にあって，職業技能の形成に与かっ
てきた近世における教育訓練の特質について検討して
きた。ここでは我が国における職業の淵源を探求する
とともに，職業の分化，形成の過程を概観した。
職業の分化が進むと労働力の交換が行われるように
なるが，これが成り立つために「一人前」という概念
が存在した。一定量の所定の水準の仕事を単位時間に
処理できることがその要件とされた。この概念が成立
することで，職業の場での分業と協業が可能になっ
た。一人前の職業技能を習得するために努力と精進が
重ねられた。職業が成立すると，それを担う労働力の
移出も盛んに行われるようになる。その中で，人質，
人買いも派生するところとなった。これが近世におけ
る権力構造の基底を浸食することから，永年季と人身
売買が禁制とされた。
江戸期においては，庶民の間でも子弟に対する教育
が活発になり，職業に関する教育も基礎的，基本的事
項については寺子屋で行われるようになった。寺子屋
では，読み書き算盤という基本を学びながら，同時に
職業に関する基礎も身につく教育が行われた。これを
支えた優れた多種多彩な教材の蓄積があったことが注
目される。一方，職業技能の訓練は専ら OJT（On the
Job Trainig）によって行われた。すなわち商家での丁
稚奉公，職人の下での徒弟修業という形で行われた。
家事雑用をはじめとした労務に使用されながら徐々に
職業に関する教育，訓練が行われ，技能の形成がなさ
れていった。これらの奉公人と主人との法的関係は身
分関係ではなく債権関係であるが，契約がなされると
主従関係として構成された。
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